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4 0 0 0

3
0
0

6
0
0

1
:
0
.
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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7 6 5

1 5 0

1
:
0
.
0
5
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0

3
0
0

2
2
6
0

2
9
0

1
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0

3 0 0 4 6 5

7 6 5

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 補 修 一 般 図

標 準 断 面 図 S = 1 : 5 0側 面 図 S = 1 : 5 0

平 面 図 S = 1 : 5 0

下 部 工 S = 1 : 5 0

A 1 橋 台

A 2 橋 台

1
:
0
.
0
5

2
9
0

1
6
7
0

3 0 04 6 5

7 6 5

1 3 4 ° 0 0 ′ 0 0 ″

上
野
川

町 道 2 4 3 1 号 線

主
要
地
方
道
諏
訪
辰
野
線

至
諏
訪

上
野
川

2
0
0

3
6
0
0

2
0
0

4
0
0
0

2 . 7 % 6 . 8 %

1
6
5
0

1
2
6
0

（ 1 0 ） （ 4 6 7 1 ） （ 1 0 ）

（ 4 6 9 1 ）

1
:
0
.
0
5

1
:
0
.
0
5

8 . 1 %

A 1 A 2

A 1 A 2

部 材 ・ 部 位 名 工 法

補 修 工 法 一 覧 表
工 種 ・ 材 質 等

下 部 工 ひ び 割 れ 補 修 工 低圧注入工、充填工

断 面 修 復 工 左官工法

部 分 打 替 え 工主 桁 （ 床 版 ） コンクリート（24-8-25-N）

高 欄 ・ 防 護 柵 橋 梁 用 防 護 柵 設 置 工

断 面 修 復 工 左官工法

断 面 接 合 補 強 工 IPH工法同等以上

橋 面 舗 装 打 換 え 工 As舗装(t=80mm)

橋 面 防 水 工 含浸材

地 覆 地 覆 打 替 え 工 コンクリート（24-8-25-BB）

橋 梁 用 防 護 柵 （ 歩 行 者 自 転 車 用 柵 兼 用 ）

下 部 工 補 修 ： ひ び 割 れ 補 修 工

断 面 修 復 工

下 部 工 補 修 ： ひ び 割 れ 補 修 工

断 面 修 復 工

主 桁 補 修 ： 部 分 打 替 え 工

（ 床 版 ） ： 断 面 修 復 工

断 面 接 合 補 強 工 （ I P H 工 法 同 等 ）

下 部 工 補 修 ： ひ び 割 れ 補 修 工

断 面 修 復 工

下 部 工 補 修 ： ひ び 割 れ 補 修 工

断 面 修 復 工

（ 1 0 ） （ 4 6 7 1 ） （ 1 0 ）

地 覆 ・ 高 欄 補 修 ： 地 覆 打 替 え 工 、 橋 梁 用 防 護 柵 設 置 工

橋 面 補 修 ： 舗 装 打 換 え 工 、 橋 面 防 水 工

地 覆 ・ 高 欄 補 修 ： 地 覆 打 替 え 工 、 橋 梁 用 防 護 柵 設 置 工

主 桁 補 修 ： 部 分 打 替 え 工 、 断 面 修 復 工 、 断 面 接 合 補 強 工 （ I P H 工 法 同 等 ）

橋 面 補 修 ： 舗 装 打 換 え 工 、 橋 面 防 水 工

下 部 工 補 修 ： ひ び 割 れ 補 修 工

断 面 修 復 工

下 部 工 補 修 ： ひ び 割 れ 補 修 工

断 面 修 復 工

地 覆 ・ 高 欄 補 修 ： 地 覆 打 替 え 工

橋 梁 用 防 護 柵 設 置 工

橋 面 補 修 ： 舗 装 打 換 え 工

橋 面 防 水 工

主 桁 補 修 ： 部 分 打 替 え 工

（ 床 版 ） ： 断 面 修 復 工

断 面 接 合 補 強 工 （ I P H 工 法 同 等 ）

測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示11
1

設 計 会 社

補 修 一 般 図

路 線 名 町道2431号線

橋 格 不明

形 式 ＲＣスラブ橋

橋 長 Ｌ＝4.69 1 m

支 間 長 －

幅 員 Ｗ ＝ 3 . 6 m

縦断勾配

横断勾配

斜 角 θ＝44°

上
部
工

舗 装 As舗装 t=50mm

設計荷重 不明

設計震度

コンクリート 不明

鉄 筋 不明

下
部
工

形 式 不明

基礎形式 不明

コンクリート

鉄 筋

添 架 物

適用示方書 S14年

竣工年月 昭和28年（1953年）

補修経歴 不明

上 野 川 橋 諸 元

Ｉ＝2.7 ％～

Ｉ＝8.1％

不明雪 荷 重

なし

不明

不明

不明

令和8年度 国庫補助道路メンテナンス事業上野川橋補修工事

辰野町

上 野 川 橋



測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示2

設 計 会 社

主桁(床版)補修図その1

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 主 桁 （ 床 版 ） 補 修 図 そ の 1

2 0 0 3 6 0 0 2 0 0

4 1 2 0

2
5
0

断 面 図 S = 1 : 5 0

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 撤 去 t = 5 0 m m

砕 石 撤 去 t = 1 1 5 ～ 4 5 5 m m 程 度

高 欄 撤 去

主 桁 部 分 補 修

コ ン ク リ ー ト 打 替 え

2
5
0

2 5 0

主 桁 部 分 補 修

コ ン ク リ ー ト 打 替 え

2 5 0

断 面 接 合 注 入 工 （ I P H 工 法 同 等 ）

樹 脂 漏 れ 防 止 工 （ I P H # 6 0 0 同 等 ）

主 桁 部 分 補 修

コ ン ク リ ー ト 打 替 え

[ 2 5 0 × 4 4 5 0 × 2 5 0 ]

A 1 A 2

平 面 図 S = 1 : 5 0
主 桁 （ 床 版 ） 下 面

主 桁 部 分 補 修

コ ン ク リ ー ト 打 替 え

[ 2 5 0 × 4 9 1 0 × 2 5 0 ］

4 断 面 修 復 工

[ 3 5 0 × 2 0 0 ]

5 断 面 修 復 工

[ 3 0 × 8 0 0 ]

3 断 面 修 復 工

[ 1 1 0 0 × 2 0 0 ]

2 断 面 修 復 工

[ 1 0 0 × 4 0 0 ]

1 断 面 修 復 工

[ 1 7 0 0 × 2 0 0 ]

は つ り 工

カ ッ タ ー 工

打 継 用 プ ラ イ マ ー

鉄 筋 防 錆 材 塗 布

ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

( 断 面 補 修 材 )
既 設 鉄 筋

断 面 修 復 工 詳 細 図

は つ り ・ ブ ラ ス ト 処 理 等 に よ る 脆 弱 部 除 去 。

露 出 鉄 筋 の 防 錆 処 理 を 行 う 。

金 こ て 等 で 平 滑 に 仕 上 げ る 。

必 要 に 応 じ て サ ン ダ ー 仕 上 げ や 塗 装 仕 上 げ を 行 う 。

所 定 の 混 合 比 で 断 面 修 復 材 を 混 練 り す る 。

※ は 鉄 筋 露 出 ・ 剥 離 部 に 適 用 す る 。

コ ン ク リ ー ト は つ り

鉄 筋 の 露 出

鉄 筋 の さ び 落 し ・ 清 掃

欠 損 部 充 填 材 を 充 填

仕 上 げ ・ 養 生

終 了

※ 鉄 筋 表 面 防 錆 材 塗 布

断 面 修 復 工

主 桁 （ 床 版 ） 部 分 打 替 え 、 欠 損 部 断 面 修 復

断 面 修 復 工 （ 左 官 工 法 ）

4 4 5 0

4 9 1 0

2
5
0

2
5
0

主 桁 （ 床 版 ） コ ン ク リ ー ト 部 分 打 替え 詳 細 図

2 5 0

6
0

1
5
0

4
4

1 6 2 4 4

S D 1 3 3 6

チ ッ ピ ン グ

接 着 剤 塗 布

3 6

4 4

2
0
6

2
5
0

C D 1 6

地
覆

床 版

※ 地 覆 補 修 図 参 照

S = 1 : 1 0

主 桁 部 分 補 修

コ ン ク リ ー ト 打 替 え

2 4 - 8 - 2 5 - N

上 部 工 補 修 施 工 フ ロ ー

開 始

撤 去 工

( 舗 装 、 路 盤 、 高 欄 ）

断 面 修 復 工

終 了

準 備 工

断 面 接 合 注 入 工

後 片 付 け

コンクリートはつり

鉄筋のさび落し・清掃

※鉄筋表面防錆材塗布

欠損部充填材を充填

仕上げ・養生

サンディング・清掃

マーキング・穿孔・IPHカプセル台座取付け

樹脂漏れ防止（床版下面）

樹脂注入

養生・台座撤去・清掃

橋 面 工

地 覆 再 構 築 ※ 地 覆 補 修 図 参 照

※ 橋 面 補 修 図 参 照

主 桁 部 分 補 修 コンクリートはつり

鉄筋のさび落し・清掃

型枠設置

仕上げ・養生

コンクリート打設

表面仕上げ（床版下面）

防 護 柵 工 ※ 防 護 柵 詳 細 図 参 照

注 記 ）

1 . 床 版 （ 地 覆 ） 取 壊 し 時 は 、 既 設 床 版 （ 主 桁 ） 等 の 鉄 筋 は 切 断

せ ず 、 新 旧 コ ン ク リ ー ト の 定 着 に 用 い る こ と を 原 則 と す る 。

た だ し 、 鉄 筋 の 腐 食 が 著 し い 場 合 は こ の 限 り で は な い 。

2 . 新 設 地 覆 が 既 設 床 版 と 接 触 す る 面 は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 時 に

接 着 剤 を 塗 布 す る こ と 。

3 . 床 版 上 面 に 土 砂 化 等 の 損 傷 が 確 認 で き た 場 合 は 断 面 修 復 を 行 う こ と 。

11

注 1 ： 断 面 修 復 深 さ 床 版 … 3 0 m m

令和8年度 国庫補助道路メンテナンス事業上野川橋補修工事

辰野町

上 野 川 橋



町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 主 桁 （ 床 版 ） 補 修 図 そ の 2

断 面 接 合 注 入 工 （ I P H 工 法 同 等 ）

断 面 接 合 注 入 工 （ 3 6 箇 所 /㎡ ）

注 ) 現 場 の 状 況 に よ っ て ピ ッ チ を 替 え る も の と す る 。

Ｉ Ｐ Ｈ 同 工 法 ［ 断 面 接 合 注 入 工 ・ 注入 施 工 ］

1 . サ ン デ ィ ン グ ・ 樹 脂 漏 れ 防 止

2 . マ ー キ ン グ ・ 穿 孔 ・ J P 台 座 取 付 け

3 . 樹 脂 注 入

4 . I P H カ プ セ ル 及 び 台 座 撤 去 ・ 清 掃 ・ 仕 上 げ

1 . サ ン デ ィ ン グ

2 . 樹 脂 漏 れ 防 止

3 . マ ー キ ン グ

4 . 穿 孔

5 . 台 座 取 付 け

6 . 注 入

7 . 加 圧 硬 化 養 生

8 . 撤 去

9 . 表 面 仕 上 げ

床 版 下 面

床 版 下 面

床 版 上 面

断 面 接 合 注 入 工 面 積 （ C A D 測 定 ）

主 桁 上 面 下 向 き ＝ 1 6 . 8 9

上 向 き 合 計 σ 2 ＝ 0 . 0 0 m 2

下 向 き 合 計 σ 3 ＝ 1 6 . 8 9 m 2

備 考数 量単 位仕 様名 称

数 量 表 ( 表 面 仕 上 げ 工 A = 1 2 . 3 m 2 )

k g塗 装 接 着 剤 1 . 4 セラブレンドプライマー

k g表 面 保 護 材 6 . 8 セラブレンドP-5000無 機 系 通 気 型 撥 水 塗 料

Σ ＝ 1 6 . 8 9

横 向 き 合 計 σ 1 ＝ 0 . 0 0 m 2

主 桁 部 分 補 修

A 1 A 2

平 面 図 S = 1 : 5 0
主 桁 （ 床 版 ） 下 面

主 桁 部 分 補 修

平 面 図 S = 1 : 5 0
主 桁 （ 床 版 ） 上 面

1 3 4 ° 0 0 ′ 0 0 ″

上
野
川

3
6
2
0

A 1 A 2

4 7 5 2

4 7 0 4

3
6
2
0

主 桁 部 分 補 修

主 桁 部 分 補 修

3 4 0 0

3 4 0 0

3
6
2
03

6
2
0

漏 れ 防 止 工 Ａ = 1 2 . 3 m 2

ポ リ マ ー セ メ ン ト ペ ー ス ト

仕 上 げ 工 Ａ = 1 2 . 3 m 2

セ ラ ブ レ ン ド P - 5 0 0 0

ピックアップシールk g

k gエ ポ キ シ 樹 脂

エ ポ キ シ 樹 脂 3 6 孔 / m 2

注 入 材

台 座 取 付

備 考数 量単 位仕 様名 称

数 量 表 ( 断 面 接 合 注 入 工 A = 1 6 . 8 9 m 2 )

1 6 . 7

9 1 . 4 E - 3 9 6 H

個低 圧 注 入 器 6 0 9

個J P 台 座 6 0 9

個ジ ャ バ ラ 1 8 2 7

注 1 ： 注 入 量 は 、 変 動 す る た め 変 更 協 議 と す る 。

3回転

備 考数 量単 位仕 様名 称

数 量 表 ( 樹 脂 漏 れ 防 止 工 A = 1 2 . 3 m 2 )

k gポ リ マ ー セ メ ン ト ペ ー ス ト樹 脂 漏 れ 防 止 9 0 . 9 I P H # 6 0 0

m 2サ ン デ ィ ン グ 工 1 2 . 3

断 面 接 合 注 入

下 向 き A = 1 6 . 8 9 m 2 （ C A D 計 測 ）

サ ン デ ィ ン グ

樹 脂 漏 れ 防 止 （ t = 5 m m 平 均 ）

鉄 筋

穿 孔 φ 7 m m L = 1 5 c m

※ 標 準 3 6 箇 所 / m 2 と す る 。

J P 台 座

台 座

主 桁 （ 床 版 ）

J P 台 座 に I P H カ プ セ ル を 取 付 け

注 入 す る 。

そ の 後 、 注 入 樹 脂 硬 化 ま で 加 圧 養

生 す る 。

（ 注 記 ）
・ 下 向 き 施 工 の た め 、 穿 孔 後 内 部 の 水 を 吸 い 取 る 等

孔 内 を 清 掃 す る こ と
・ 床 版 側 面 の 漏 れ 止 め が 必 要 な 場 合 は 、 漏 れ 止 め を

行 う こ と
・ 床 版 内 部 の ジ ャ ン カ が 著 し い た め 、 加 圧 状 態 に な

る ま で 注 入 を 繰 り 返 す こ と

I P H カ プ セ ル

主 桁 （ 床 版 ）

セ ラ ブ レ ン ド P - 5 0 0 0

測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示3

設 計 会 社

主桁(床版)補修図その211
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S = 1 : 3 0A 1 橋 台

D 0 1

[ 2 9 0 × 2 0 0 × 1 5 0 ]

J 0 1

[ W = 2 、 L = 5 4 5 0 ]

D 0 2

[ 4 0 0 × 9 0 0 ]

J 0 2

[ W = 1 . 2 ､ L = 3 3 0 ]

C 0 1

[ W = 0 . 6 ､ L = 3 4 0 0 ]

C 0 2

[ W = 0 . 5 ､ L = 2 0 0 ]

Y

Y
Y

記 号 凡 例

Ｃ ○ ○

記 号 補 修 工 法 損 傷 の 種 類

ひ び 割 れ 注 入 工

○ ○ は 補 修 箇 所 の 番 号 を 示 す 。 集 計 表 に 対 応 し て い る 。

Ｊ ○ ○

Ｄ ○ ○

ひ び 割 れ 充 填 工

断 面 修 復 工

ひ び 割 れ （ Ｗ ＝ 0 . 3 m m 以 上 1 . 0 m m 未 満 ）

ひ び 割 れ （ Ｗ ＝ 1 . 0 m m 以 上 ）

剥 離 ・ 鉄 筋 露 出 、 う き

ひ

び

わ

れ

剥 離

鉄 筋 露 出

遊 離 石 灰

漏 水 ・ 滞 水

Y

う き

W = 0 . 3 m m

W = 0 . 3 5 m m

損 傷 凡 例

W = 0 . 1 5 m m

W = 0 . 5 m m

W = 0 . 6 m m

W = 0 . 8 m m

W = 1 . 2 m m

W = 2 . 0 m m

そ の 他

ひ び 割 れ 注 入 集 計 表 の 注 意 事 項

・ ひ び 割 れ 注 入 工 法 は 、 ひ び 割 れ 幅 が 0 . 3 m m 以 上 1 . 0 m m 未 満 の も の

を 対 象 と す る 。

・ ひ び 割 れ 幅 で ″ Y ″ の 表 示 は 遊 離 石 灰 を 伴 う ひ び 割 れ を 示 し 、

ク ロ ス カ ッ ト 注 入 工 法 に よ る 補 修 を 行 う も の と す る 。

こ の 場 合 、 ひ び わ れ 幅 は 遊 離 石 灰 で 閉 塞 し て い る た め 数 量 計 算 上 の

仮 定 と し て 、 ひ び 割 れ 幅 を 0 . 6 m m と す る 。

ま た 、 注 入 深 さ に つ い て 注 入 す る 壁 厚 の 1 / 2 と す る 。

・ そ の 他 の ひ び 割 れ に 関 し て は 通 常 の 低 圧 注 入 工 法 に よ る 補 修 を 行 う 。

こ の 場 合 、 注 入 深 さ に つ い て は 次 式 に よ り 推 定 値 と す る 。

式 ： ひ び 割 れ 深 さ 推 定 値 ＝ 2 0 0 × ひ び 割 れ 幅

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 下 部 工 補 修 図 そ の 1

C 0 3

Y [ L = 5 5 0 ]

C 0 4

Y [ L = 2 0 0 ]

C 0 5

Y [ L = 3 5 0 ]

A 2 橋 台

D 0 3

[ 5 0 0 × 1 0 0 ]

D 0 4

[ 2 1 0 0 × 3 0 0 ]

D 0 5

[ 1 3 0 0 × 2 0 0 ]

D 0 6

[ 4 0 0 × 2 0 0 ]

C 0 9

[ W = 0 . 3 ､ L = 1 0 0 0 ]

C 0 6

[ W ＝ 0 . 8 ､ L ＝ 3 0 0 0 ]

C 0 7

[ W ＝ 0 . 6 ､ L ＝ 2 5 0 ]

C 0 8

[ W ＝ 0 . 3 ､ L ＝ 2 0 0 ]

S = 1 : 3 0

M 0 1

[ 4 0 0 × 2 0 0 ]

M 0 5

[ 6 0 0 × 1 5 0 ]

M 0 4

[ 7 0 0 × 1 0 0 ]

M 0 2

[ 1 6 0 0 × 1 0 0 ]

M 0 3

[ 3 4 0 0 × 5 0 0 ]

Ｍ ○ ○ 断 面 修 復 工 豆 板

測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示4

設 計 会 社

下部工補修図その111
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ひ び 割 れ 注 入 工

( ひ び 割 れ 幅 0 . 3 m m 以 上 W ＜ 1 . 0 m m )

遊 離 石 灰 を 伴 う 場 合 （ ク ロ ス カ ッ ト 工 法 ）遊 離 石 灰 を 伴 わ な い 場 合

断 面 補 修 工 詳 細 図

コ ン ク リ ー ト は つ り

※ 鉄 筋 表 面 防 錆 材 塗 布

終 了

仕 上 げ ・ 養 生

欠 損 部 充 填 材 を 充 填

鉄 筋 の さ び 落 し ・ 清 掃

鉄 筋 の 露 出

※は鉄筋露出・剥離部に適用する。

所 定 の 混 合 比 で 断 面 修 復 材 を

必 要 に 応 じ て サ ン ダ ー 仕 上 げ や

金 こ て 等 で 平 滑 に 仕 上 げ る 。

露 出 鉄 筋 の 防 錆 処 理 を 行 う 。

は つ り ・ ブ ラ ス ト 処 理 等 に よ る

は つ り 工

カ ッ タ ー 工

既 設 鉄 筋

打 継 用 プ ラ イ マ ー

鉄 筋 防 錆 材 塗 布

ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

( 断 面 補 修 材 )

脆 弱 部 除 去 。

塗 装 仕 上 げ を 行 う 。

混 練 り す る 。

ひ び 割 れ

充 填 材

カ ッ タ ー 目 地

ひ び 割 れ 幅 ( 1 . 0 ≦ W )

ひ び 割 れ に 沿 っ て U 字 形 に 、

所 定 の 混 合 比 で 充 填 材 を 混 練 り す る 。
金 こ て 等 で 平 滑 に 仕 上 げ る 。

材 料 を 刷 毛 等 を 用 い て 適 当 量 塗 布 す る 。

ひ び 割 れ 部 の U カ ッ ト

清 掃

プ ラ イ マ ー 塗 布

充 填 材 の 充 填

養 生

終 了

ひ び 割 れ 充 填 工 詳 細 図

1 0 m m 程 度

1 0 m m 程 度

コ ン ク リ ー ト を カ ッ ト す る 。

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 下 部 工 補 修 図 そ の 2

測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示5

設 計 会 社

下部工補修図その2

（ 断 面 図 ）（ 躯 体 表 面 ）

ひ び 割 れ

ク ロ ス カ ッ ト

注 入 器

( 座 金 )

ク ロ ス カ ッ ト

ひ び 割 れ

注 入 器

ひ び 割 れ

注 入 器

ひ び 割 れ 部 の 清 掃

析 出 物 の 閉 塞 深 さ 調 査

注 入 工 の 確 保

ひ び 割 れ 面 シ ー ル

注 入 工

後 処 理

シ ー ル 材 撤 去

パ イ プ 撤 去

注 入 用 パ イ プ セ ッ ト

終 了

電 動 工 具 で ひ び 割 れ に 直 行 す る 切 込 み

析 出 物 の 撤 去

ク ロ ス カ ッ ト を 入 れ 、 ク ロ ス カ ッ ト 内 部 の

ひ び 割 れ の 空 隙 を 確 認 し 、 閉 塞 深 さ を 測 定

上 記 の 空 隙 を 確 保 し 注 入 工 と し て 利 用 す る 。

通 常 の ひ び 割 れ 注 入 と

同 様 の 工 程

ひ び 割 れ 面 シ ー ル

注 入 工

後 処 理

シ ー ル 材 撤 去

パ イ プ 撤 去

注 入 用 パ イ プ セ ッ ト

流 出 し な い よ う に す る 。

ひ び 割 れ 部 を シ ー ル 材 で 確 実 に 目 止 め し 、 注 入 材 が

除 去 ま た は 研 磨 し 、 平 滑 に 仕 上 げ る 。

注 入 座 金 を 撤 去 し 、 シ ー ル 材 を デ ィ ス ク サ ン ダ ー 等 で

注 入 量 の 確 認 ・ 養 生

注 入 材 の 硬 化 後 、 注 入 器 具 を 撤 去 す る 。

加 圧 用 ゴ ム を 装 着 し て 注 入 す る 。

注 入 材 を 充 填 し た 注 入 器 具 を 座 金 に 取 付 、

座 金 の 中 心 は ひ び 割 れ の 中 心 に 合 わ せ る 。

シ ー ル 材 を 用 い て 注 入 座 金 を 取 付 、 接 着 固 定 さ せ る 。

ひ び 割 れ 部 の 清 掃

終 了

断 面 補 修 工 ( 豆 板 ） 詳 細 図

脆 弱 部 の 除 去

終 了

仕 上 げ

ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル 塗 布

必 要 に 応 じ て サ ン ダ ー 仕 上 げ や

既 設 鉄 筋

骨 材 が 叩 い て も 剥 離 し な い

1 0

ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル 塗 布
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測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示6

設 計 会 社

橋面補修図

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 橋 面 補 修 図

床 版 防 水 工 、 舗 装 打 替 え 工 、 路 盤 工

平 面 図 S = 1 : 5 0
主 桁 （ 床 版 ） 上 面

1 3 4 ° 0 0 ′ 0 0 ″

上
野
川

3
6
2
0

A 1 A 2

4 7 5 2

4 7 0 4

3
6
2
0

地 覆

地 覆

橋 面 防 水
打 換 え 舗 装 工

A = 1 6 . 9 m 2

4 9 3 5

49
35

舗 装 版 切 断

1

1

2

2

床 版

地 覆

防 水 層 端 部 処 理 詳 細 図

防 水 層

注 ） ＊ 防 水 材 、 端 部 処 理 材 は 使 用 す る 製 品 に よ り 調 整 す る こ と 。

5
0
m
m

防
水

層
立

ち
上

が
り

粒 度 調 整 砕 石 （ M 2 5 )

4
0

4
0

8
0 3

0

L 型 成 形 目 地 材 ( 橋 梁 用 ） t = 5 m m

( 表 層 ) t = 4 0 m m 密 粒 度 A s ( 1 3 F ) ポ リ マ ー 改 質 Ⅱ 型

( 基 層 ) t = 4 0 m m 粗 粒 度 A s ( 2 0 )

粒 度 調 整 砕 石 （ M 2 5 )

7 0

地 覆

S = 1 : 5A ´ 部 詳 細 図

5 0 3 2

（
1
5
0
）

4
0

（
1
6
0
）

4
05

5 1
1
5

表 層 ： 密 粒 度 A s 1 3 F ポ リ マ ー 改 質 Ⅱ 型

基 層 ： 粗 粒 度 A s 2 0

路 盤 ： 粒 度 調 整 砕 石 （ M 2 5 )

橋 面 防 水

（ 1 . 2 % ）

4 9 3 5

（
3
2
0
）

4
0 （

1
0
0
）

4
0

3
5
0

5
5
7

表 層 ： 密 粒 度 A s 1 3 F ポ リ マ ー 改 質 Ⅱ 型

基 層 ： 粗 粒 度 A s 2 0

路 盤 ： 粒 度 調 整 砕 石 （ M 2 5 )

橋 面 防 水

（ 4 . 2 % ）

親 柱

S = 1 : 3 0矢 視 １ － １ S = 1 : 3 0矢 視 ２ － ２

A ´ 部

注 記 ）

1 . 舗 装 切 断 時 は 床 版 、 下 部 工 に 損 傷 を 与 え な い よ う に す る こ と 。

2 . 勾 配 は 県 道 接 続 が で き る よ う 調 整 す る こ と 。
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質 量

9 1 5 6 . 0

数 量

1 0 . 3 6 5 m

単位質量

17 . 3 3

6 . 8

寸 法

H 1 0 0 0× 1 6 5×1 2 5 / 2 7 0

符号 名 称 材 質

強度区分 以上

表面処理

<端末部>

材 料 表

S S 4 0 01 支柱

笠木

主要横梁

下段横梁

横貫

縦桟

スリーブ

〃

φ 7 6 . 3× 2 . 8 t

φ 1 1 4 . 3× 4 . 5 t

φ 8 9 . 1× 2 . 8 t

φ 3 4 . 0× 2 . 3 t

F B 6× 2 5× 3 4 6

φ 6 5 . 0× 4 . 0 t× 1 3 5

φ 1 0 1 . 6× 4 . 5 t× 3 0 0

φ 7 6 . 3× 4 . 2 t× 3 0 0〃

2

3

4

5

6

7

8

9

S T K 4 0 0

〃

〃

〃

S S 4 0 0

S T K 4 0 0

〃

〃

5 . 0 8

1 2 . 2 0

5 . 9 6

1 . 8 0

0 . 4 1

0 . 8 1

3 . 2 3

2 . 2 3

1 0 . 3 6 5 m

1 0 . 3 6 5 m

2 0 . 1 8 0 m

6 2

5

5

5

5 2 . 7

1 2 6 . 5

6 1 . 8

3 6 . 3

2 5 . 4

4 . 1

1 6 . 2

1 1 . 2

取付ボルト1 0 M 1 2× 3 5 ( W 1 , S W 1 ) 0 . 0 6 6 8 4 . 1

1 1 〃 M 8× 6 0 ( N 1 , W 2 , S W 1 ) 4 . 6強度区分 以上 0 . 0 4 3 6 1 . 4

アンカーボルト1 2 I - M 2 0× 3 0 0 ( N 3 , W 1 , S W 1 ) 6 . 8強度区分 以上 0 . 8 6 1 8 1 5 . 5

1 3 〃 M 2 0× 2 2 0 ( N 1 , W 1 , S W 1 ) 4 . 6強度区分 以上 0 . 6 8 1 8 1 2 . 2

1 8 4 . 9S S 4 0 0アンカープレート1 4

1 5 キャップ φ 7 6 . 3× 3 0 A C 4 C 4 1 . 00 . 2 4

1 6 〃 φ 1 1 4 . 3× 3 0 〃 4 1 . 90 . 4 7

1 7 〃 φ 8 9 . 1× 3 0 〃 4 1 . 20 . 3 0

1 8 〃 φ 3 4 . 0× 1 5 〃 8 0 . 50 . 0 6

1 9 固定金具 S S 4 0 03 t× 3 8 0 . 0 9 4 0 . 4

取付ボルト2 0 <端末部> M 8× 2 5 ( N 1 , W 2 , S W 1 ) 4 . 6強度区分 以上 0 . 0 3 4 0 . 1

H D Z T 4 9 + 工場塗装

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

H D Z T 4 9

〃

〃

〃

―

HD Z T 4 9 + 工場塗装

H D Z T 4 9

（ 種 別 C ） 塗 装 仕 様F M X 1 － C － p 3 1 0 0 K ( 特 )

工場塗装

〃

〃

〃

10 . 5 1 0 m防護柵長

・縦桟端末：4ヶ所

5 3 3 . 4 k g合計

特 記 ） 橋 梁 用 ビ ー ム 型 防 護 柵 は （ 一 社 ） 全 国 高 欄 協 会 に て 認 定 さ れ た 静 荷 重 試 験 機 に よ り 性 能 確 認 さ れ た 製 品 と す る 。

｛ 使用支柱：7 . 5 % ( L )支柱 5本 , 7 . 5 % ( R )支柱 4本 ｝

橋梁用ビーム型防護柵詳細図

(種別 C) F M X 1－ C－ p 3 1 0 0 K (特 )

（歩行者自転車用柵兼用）

S=1 : 1 0

6
5

6
5

1
0
0C 2 0以
下

1 3

XX

割付基準位置

14 5

2 5 0

1 0 5

1 6 52 2 6 3

6 0 3 76 8
1 4

1
5
5

6
5

2
0
5

3
0

6
5

1 2

2
0
5

3
0

6
5

1 3 1
5
5

6
5

1 4
1 6 0

2 0 0

2 7 0

1
6
0

2
7
0

6 0 3 76 8

1 6 5

4 - 2 8× 3 5

X - X

2
0
0

1 0

2
0
0

3
5
0

4 5

7
4
2
.
8
5

8
0
0

4 4 . 1 1
0
0
0

1

1 0 0

7

1
6
0

3
8
0

1 1

1 2

9

7
1 3 5

2

3

4

8
≒ 5

3 0 0

3 0 0

5

4 06

（ 5ヶ所）

中 間 部

16 2 . 5

1 2 2 5

1 6 2 . 56 @ 1 5 0

1 2 2 5

= 9 0 0

6 @ 1 5 0

= 9 0 0

1 8

1 8

1 5

3 0

1 5

3 0

1 6

1 7

4 51 5 01 5 5

5 0 01 0 0 0

1 2 55 @ 1 5 0

= 7 5 0

YY

（4ヶ所）

端 末 部

3 0

4 0

1 5 0
9 0

°

90
°

アンカーボルト設置要領図

注.地覆勾配に対して 90°に設置する。

S= 1 : 1 0

9
0°

9 0°

1 2

2
0
5

3
0

6
5

1 6 0

2 0 0

1 3 1
5
5

6
5

1 4

2 7 0

1 2

2
0
5

3
0

6
5

1 6 0

2 0 0

1 3 1
5
5

6
5

1 4

2 7 0

2 0

1 9

9

φ
8
9
.
1

φ
3
4

Ｙ－Ｙ S= 1 :6

本防護柵の設計仕様は「防護柵の設置基準・同解説」

＊コンクリート設計基準強度σc k = 2 4 N / m m 2

注 記

（令和3年3月）による。

0 . 2 79 t× 6 5× 6 5

1 0 0 0

2 0 0 0

1 0 0 0
5 0 0

1－ 1 矢視

防護柵組立図 S = 1 : 3 0

笠木 φ76 . 3× 2 . 8 t

主要横梁 φ11 4 . 3× 4 . 5 t

下段横梁 φ8 9 . 1× 2 . 8 t
横貫 φ3 4 . 0× 2 . 3 t

支柱

縦桟

5 0 0

既設親柱

A1

A 2

既設親柱

既設親柱切断図 S = 1 : 3 0

4
0
0

3 2 0

既 設 親 柱 切 断 線

N = 2

5 0 0

1
4
5

1
0
5

2
5
0

″a″部詳細図 S = 1 : 2 0

支柱割付基準線
前 側

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 防 護 柵 詳 細 図 そ の １

S = 1 : 5 0断 面 図 （種別 S P兼用）

（種別 C）

橋梁用ビーム型防護柵

1
0
0
0

（
1
0
0
）

（
1
0
0
）

1
0
0
0

2 5 03 6 2 02 5 0

4 1 2 0

注 1 . ( )寸法は水平長を示す。

注2.防護柵長は支柱割付基準位置の実長を示す。

支柱割付平面図 S = 1 : 5 0

i = 8 . 1
%

( 1 0 ) 桁長 ( 4 6 7 1 ) ( 1 0 )

橋長 ( 4 6 9 1 )

A 1 A 2

1 1

（3ヶ所）

既設親柱

″a″

上
野
川

既 設 親 柱 切 断

既 設 親 柱 切 断

5 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 5 0 0

4 4 6 5 2 7 5

7 . 5 % ( R )支柱

防護柵長 50 0 0

2 6 0

5 0 0 1 0 0 0 1 2 5 5 1 0 0 0 5 0 0

4 9 2 6 2 8 4

7 . 5 % ( L )支柱

防護柵長 55 1 0

1 2 5 5

3 0 0

特記 .本図は製作時、現場検測を行い確認をすること。

・勾配エキストラ（1 . 5 %以上 1 0 %未満）： L = 1 0 . 5 1 0 m

測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示7

設 計 会 社

防 護 柵 詳 細 図11
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測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示8

設 計 会 社

防 護 柵 詳 細 図 そ の 2

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 防 護 柵 詳 細 図 そ の ２

A 1

1 3 9 8

1
0
5

1 0 5
1
3
8

※ 2 m パ ネ ル 以 外 は 現 地 加 工 と な り ま す 。

断 面 図 S = 1 / 2 0

パ ネ ル 図 S = 1 / 2 0

4 7 x 4 2 x 1 . 2 φ 1 9 . 1 x 1 . 0

N - c a p

( 反 射 機 能 付 き 樹 脂 キ ャ ッ プ )

φ 6 0 . 5 x 3 . 2

@ 1 5 81 4 4 4

1 3 9 8

1
1
0
0

1
5
0

9
5
0

3
0

1
1
3
0

ナ ッ ト ア ン カ ー M 1 2

( 取 付 ボ ル ト ： M 1 2 x 3 0 )

( メ ー カ ー 手 配 外 )

枠 材 キ ャ ッ プ φ 1 9 . 1 x 1 . 0

9
5
0

9
0
7

2 0

8 1

1 1 @ 1 5 8 = 1 7 3 8 8 1
2 0

1 9 0 0

8 - 1 4 x 2 0 長 孔 4 7 x 4 2 x 1 . 2

転 落 防 止 柵 （ 参 考 図 ）

割 付 図 S = 1 / 2 0

上
野
川

9 0 ° ～ 2 7 0 °

コ ー ナ ー 部 詳 細 図 S = 1 / 1 0

支 柱 S = 1 / 1 0

M 1 2 x 6 5M 1 2 x 8 5

枠 材 キ ャ ッ プ

自 在 ブ ラ ケ ッ ト N - c a p

4
5
°

0
0
′

0
0
″

2 - φ 1 4

( 貫 通 孔 )

1
7
2

9
0
7

5
1

1
1
3
0

φ 6 0 . 5 x 3 . 2

4 - φ 1 6

4
5

9

3
0

9
0

3
0

1
5
0

3 0 9 0 3 0

1 5 0

自 在 ブ ラ ケ ッ ト S = 1 / 4

ブ ラ ケ ッ ト 取 付 ボ ル ト S = 1 / 4 パ ネ ル 取 付 ボ ル ト S = 1 / 4

M 1 2 M 1 2

8 5

3 0

2 . 3 1 0 6 5

2 5

2 . 3 1 0

1 3 1 . 4 5 9 . 3

3 . 2

5
3
.
2

2 - 1 4 x 3 8 長 孔

( 反 射 機 能 付 き 樹 脂 キ ャ ッ プ )

N - c a p S = 1 / 2

樹 脂 製

反 射 機 能 付 き

注 、 防 護 柵 設 置 時 に 現 地 取 付 け

6 8

2
2
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平 面 図 S = 1 : 5 0

1 3 4 ° 0 0 ′ 0 0 ″

上
野
川

町 道 2 4 3 1 号 線

主
要
地
方
道
諏
訪
辰
野
線

至
諏
訪

上
野
川

2
5
0

3
6
2
0

2
5
0

4
1
2
0

A 1 A 2

地 覆 延 長 4 4 5 0

11

地 覆 延 長 4 9 1 0

22

1 － 1 ( 下 流 側 ） 平 面 図 S = 1 : 2 0

地 覆 延 長 4 4 5 0

6 0 1 6 5 1 6 @ 2 5 0 = 4 0 0 0 1 6 5 6 0

6
01

3
06

0

2
5
0

S 1 2 - D 1 3

S 2 8 - D 1 3

S 3 2 - D 1 3
6
01

3
06

0

2
5
0

A 1 A 2

6 0 1 6 5 6 0

地 覆 延 長 4 4 5 0

1 6 @ 2 5 0 = 4 0 0 0 1 6 5

4 9 1 0

A 1 A 2

3
0
5

1 － 1 側 面 図 S = 1 : 2 0

地 覆 延 長 4 9 1 0

6 0 1 3 5 1 7 @ 2 5 0 = 4 2 5 0 1 3 56 01 3 5 1 3 5

２ － ２ （ 上 流 側 ） 平 面 図 S = 1 : 2 0

２ － ２ 側 面 図 S = 1 : 2 0

6 0 1 3 5 1 3 5 1 7 @ 2 5 0 = 4 2 5 0 1 3 5 1 3 56 0
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町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 地 覆 配 筋 図 そ の 1

2 5 0
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1
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0

1
5
0

1
0
0
3

2 5 0

6 0 1 3 0 6 0

4
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4
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6 0 1 3 0 6 0

6
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1
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0

1
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0

1
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0
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0

6
0
5

4
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0
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5
0

3
5
5
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6
0
1
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0

1
5
0
1
2
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0

5
3
5

2 5 0
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4
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4
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1
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2 5 0
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6
0

1
5
0

1
5
0

1
2
0

2
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6
0
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5
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1 6 2 4 4

6 0 1 3 0 6 0

〔 断 面 図 〕 〔 断 面 図 〕

〔 断 面 図 〕 〔 断 面 図 〕

S 1 D 1 3

S 2 D 1 3

S 3 D 1 3

S 5 D 1 3

S 5 D 1 3

S 6 D 1 3

S 4 D 1 3

A 1 A 2

A 1 A 2

3 6

3 6

3 6

3 6

C 1 ～ 1 9 D 1 6

親 柱 親 柱

親 柱 親 柱

親 柱

親 柱

S 4 2 - D 1 3 S 5 8 - D 1 3

S 1 2 - D 1 3 S 2 8 - D 1 3

S 2 D 1 3

C 3 D 1 6

C 2 D 1 6

C 7 D 1 6C 5 D 1 6

C 6 D 1 6C 4 D 1 6

C 11 D 16C 9 D 1 6

C 10 D 1 6C 8 D 1 6 C 12 D 1 6

C 13 D 16

C 14 D 16

C 15 D1 6

C 16 D 16

C 1 7 D1 6

C 1 8 D1 6

C 19 D1 6

S 4 2 - D 1 3

S 5 8 - D 1 3

S 6 2 - D 1 3

S 7 2 - D 1 3

C 21 D 16

C 20 D 16

C 2 5 D1 6C 23 D1 6

C 24 D 16C 22 D 16

C 2 9 D 1 6C 27 D 16

C 28 D1 6C 26 D 16 C 30 D1 6

C 31 D 1 6

C 3 2 D1 6

C 33 D 1 6

C 3 4 D1 6

C 35 D 16

C 3 6 D 1 6

C 37 D 16

C 38 D 1 6

C 39 D 16

C 40 D 16

S 6 2 - D 1 3

C 3 0 D 1 6

C 31 D1 6

C 32 D 1 6

C 3 3 D1 6

C 34 D 1 6

C 3 5 D1 6

C 36 D 16 C 3 8 D 1 6C 2 8 D1 6

C 29 D1 6

C 2 6 D1 6

C 27 D 16

C 24 D1 6

C 25 D 16

C 22 D 16

C 23 D 16C 21 D 16 C 3 7 D 1 6 C 3 9 D1 6

C 40 D1 6

C 41 D 16

6
0

1
3
0

6
0

2
5
0

C 1 ～ 4 1 D 1 6

S 3 2 - D 1 3

1
0
0 1

0
0

チ ッ ピ ン グ

接 着 剤 塗 布

チ ッ ピ ン グ

接 着 剤 塗 布 チ ッ ピ ン グ

接 着 剤 塗 布

チ ッ ピ ン グ

接 着 剤 塗 布

注 記 ）

1 . 地 覆 取 壊 し 時 は 、 既 設 床 版 （ 主 桁 ） 等 の 鉄 筋 は 切 断 せ ず 、 新

旧 コ ン ク リ ー ト の 定 着 に 用 い る こ と を 原 則 と す る 。

た だ し 、 鉄 筋 の 腐 食 が 著 し い 場 合 は こ の 限 り で は な い 。

2 . 腐 食 や 施 工 不 良 に よ り 新 旧 コ ン ク リ ー ト の 一 体 化 が 難 し い 場

合 、 既 設 主 版 側 に ア ン カ ー を 設 置 す る こ と 。 ア ン カ ー 量 は 協

議 に よ り 決 定 す る こ と 。

3 . あ と 施 工 ア ン カ ー 用 の 穴 を 削 孔 す る と き は 事 前 に 鉄 筋 探 査 を

実 施 す る こ と 。

4 . 新 設 地 覆 が 既 設 床 版 と 接 触 す る 面 は 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 時 に

接 着 剤 を 塗 布 す る こ と 。
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2 5 0

4 4 1 6 2 4 4

2 5 0

1 6 2 4 44 4

2
5
0

2
0
6

9
9
9

3 6
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C 11 D1 6

C 12 D 16

C 1 3 D1 6

C 14 D 16

C 1 5 D1 6

C 16 D1 6

C 1 7 D 1 6

C 1 8 D 1 6

C 1 9 D 1 6C 9 D 1 6

C 10 D 16

C 7 D 1 6

C 8 D 1 6

C 5 D 1 6

C 6 D 1 6

C 3 D 1 6

C 4 D 1 6C 2 D 1 6
C 1 ～ 1 9 D 1 6

C 1 D 1 6

C 20 D1 6

C 1 D 1 6

C 1 D 1 6

C 20～41 D 1 6 C 20～ 41 D 16

8 . 1 1 %

8 . 1 1 %

1
2
9

1
2
9

S 7 D 1 3

S 7 2 - D 1 3

4
0

S 4 D 1 3

主桁（床版）下面

▽744. 62 1

主桁（床版）下面

▽744.62 1

主桁（床版）下面

▽744.62 1
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鉄筋組立図

1 1

令和8年度 国庫補助道路メンテナンス事業上野川橋補修工事

辰野町

上 野 川 橋



測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示1 0

設 計 会 社

地 覆 配 筋 図 そ の 2

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 地 覆 配 筋 図 そ の 2

4 . 3 3

単 位 質 量

( m m )

D 1 3 4 3 5 0

( k g )
摘 要

( k g / m )

鉄 筋 表

9

径

1 0 4

1本当り質量

2

小 計

長 さ

0 . 9 9 5

質 量

( 本 )

本 数

( k g )
種 別

S 1

4 . 3 1D 1 3 4 3 3 0 3 48S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

D 1 3

D 1 3

D 1 3

D 1 3

2 - D 1 3 × 4 3 5 0

4 3 5 0

S 1

0 . 9 9 5

0 . 9 9 5

0 . 9 9 5

0 . 9 9 5

0 . 9 9 5

8 - D 1 3 × 4 3 3 0

4 3 3 0

S 2

2 - D 1 3 × 1 8 7 0

1 8 7 0

S 3

1 8 7 0 2

4 8 1 0 2

4 7 9 0 8

3 0 2 0 2

2 - D 1 3 × 4 8 1 0

4 8 1 0

S 4

8 - D 1 3 × 4 7 9 0

4 7 9 0

S 5

2 - D 1 3 × 3 0 2 0

3 0 2 0

S 6

1 . 8 6 4

4 . 7 9 1 0

4 . 7 7 3 8

3 . 0 0 6

2 . 0 1D 1 6 1 2 9 0 21 1 . 5 6C 1

2 . 0 6D 1 6 1 3 2 0 21 1 . 5 6C 2

2 . 1 2D 1 6 1 3 6 0 21 1 . 5 6C 3

2 . 1 8D 1 6 1 4 0 0 21 1 . 5 6C 4

2 . 2 5D 1 6 1 4 4 0 21 1 . 5 6C 5

2 . 3 1D 1 6 1 4 8 0 21 1 . 5 6C 6

2 . 3 7D 1 6 1 5 2 0 21 . 5 6C 7

2 . 4 3D 1 6 1 5 6 0 21 . 5 6C 8

2 . 5 0D 1 6 1 6 0 0 31 . 5 6C 9

2 . 5 6D 1 6 1 6 4 0 31 . 5 6C 1 0

2 . 6 2D 1 6 1 6 8 0 31 . 5 6C 1 1

2 . 6 8D 1 6 1 7 2 0 31 . 5 6C 1 2

2 . 7 5D 1 6 1 7 6 0 31 1 . 5 6C 1 3

2 . 8 1D 1 6 1 8 0 0 31 1 . 5 6C 1 4

2 . 8 7D 1 6 1 8 4 0 1 . 5 6C 1 5

2 . 9 3D 1 6 1 8 8 0 1 . 5 6C 1 6

3 . 0 0D 1 6 1 9 2 0 1 . 5 6C 1 7

3 . 0 6D 1 6 1 9 6 0 1 . 5 6C 1 8

3 . 1 2D 1 6 2 0 0 0 1 . 5 6C 1 9

2 . 2 6D 1 6 1 4 5 0 21 1 . 5 6

C 2 0

2 . 3 1D 1 6 1 4 8 0 21 . 5 6

C 2 1

2 . 3 7D 1 6 1 5 2 0 21 . 5 6

C 2 2

2 . 4 3D 1 6 1 5 6 0 1 . 5 6

C 2 3

2 . 5 0D 1 6 1 6 0 0 1 . 5 6

C 2 4

2 . 5 6D 1 6 1 6 4 0 1 . 5 6

C 2 5

2 . 6 2D 1 6 1 6 8 0 1 . 5 6

C 2 6

3

2 . 6 8D 1 6 1 7 2 0 1 . 5 6

C 2 7

3

2 . 7 5D 1 6 1 7 6 0 1 . 5 6

C 2 8

3

2 . 8 1D 1 6 1 8 0 0 1 . 5 6

C 2 9

3

2 . 8 7D 1 6 1 8 4 0 1 . 5 6

C 3 0

3

2 . 9 3D 1 6 1 8 8 0 1 . 5 6

C 3 1

3 . 0 0D 1 6 1 9 2 0 1 . 5 6

C 3 2

3 . 0 6D 1 6 1 9 6 0 1 . 5 6

C 3 3

3 . 1 2D 1 6 2 0 0 0 1 . 5 6

C 3 4

3 . 1 8D 1 6 2 0 4 0 1 . 5 6

C 3 5

3

3 . 2 4D 1 6 2 0 8 0 1 . 5 6

C 3 6

3 . 3 1D 1 6 2 1 2 0 1 . 5 6

C 3 7

3 . 3 9D 1 6 2 1 7 0 1 . 5 6

C 3 8

3 . 4 2D 1 6 2 1 9 0 1 . 5 6

C 3 9

3 . 4 5D 1 6 2 2 1 0 1 . 5 6

C 4 0

1 1 2小 計

合 計 D 1 6S D 3 4 5 k g1 1 2

D 1 3S D 3 4 5 k g1 0 4

C 1 ～ 1 9

C 2 0 ～ 4 1

1 - D 1 6 × 1 2 9 0 ～ 2 0 0 0

1 - D 1 6 × 1 4 3 0 ～ 2 2 1 0

1 6 2

1 6 2

～
8
0
3

4
5
2

1 6 2

1 6 2

～
9
1
1

5
5
2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

3

3

3

1

1

1

1

1

1

1

2

3

3

1

1

1

1

1

3

3

3

1

1

1

1

1

3

3

3

3

3

3

1

1

1

2 - D 1 3 × 1 5 2 0

1 5 2 0

S 7

S 7 D 1 3 0 . 9 9 51 5 2 0 2 1 . 5 1 3

C 4 1

2 . 2 3D 1 6 1 4 3 0 21 1 . 5 6

鉄筋加工図
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3 4 0 0

A 1 A 2

2
5
0

2
5
0

4
1
2
0

根 太

単 管 Φ 4 8 . 6 @ 3 0 0

根 太

単 管 Φ 4 8 . 6 @ 3 0 0

大 引 き

［ 1 5 0 × 7 5 × 9 × 1 2 . 5 × L

大 引 き

［ 1 5 0 × 7 5 × 9 × 1 2 . 5 × L

L 7 5 × 7 5 × 9 × L

L 7 5 × 7 5 × 9 × L

L 7 5 × 7 5 × 9 × L

L 7 5 × 7 5 × 9 × L

単 管 Φ 4 8 . 6 @ 3 0 0

大 引 き

［ 1 0 0 × 5 0 × 5 × 7 . 5 × L

L 7 5 × 7 5 × 9 × L L 7 5 × 7 5 × 9 × L

単 管 Φ 4 8 . 6 @ 3 0 0

L 7 5 × 7 5 × 9 × L

［ 1 0 0 × 5 0 × 5 × 7 . 5 × L

町 道 2 4 3 1 号 線 上 野 川 橋 仮 設 図 （ 参 考 図 ）

主 桁 （ 床 版 ） コ ン ク リ ー ト 部 分 打 替 え 型枠 支 保 工 S = 1 : 5 0

2
5
0

2
5
0

根 太

単 管 Φ 4 8 . 6 @ 3 0 0

打 設 コ ン ク リ ー ト

打 設 コ ン ク リ ー ト

既
設

床
版

（
主

桁
）

打 設 コ ン ク リ ー ト

打 設 コ ン ク リ ー ト

ア ン カ ー ボ ル ト

※ 地 覆 打 替 え 時 に も 使 用 す る 。

注 記 ）

1 . 支 柱 を 設 置 し な い 場 合 は 必 要 に 応 じ て 、 L 形 鋼 の た わ み 対 策 を 実 施 す る こ と 。

測 量 会 社

調 査 会 社

番 号 縮 尺

辰 野 町

図 示

令和8年度 国庫補助道路メンテナンス事業上野川橋補修工事

1 1

設 計 会 社

辰野町

上 野 川 橋

仮設図（参考図）11

A=6.5m2

A 1 A 2

足 場 工 （ 施 工 時 ） 図 S = 1 : 5 0

9
6
0

4 3 3 0

足 場 板

1 6 0 0

3 0 0
1 0 0

2 0 0 0

ケ ミ カ ル ア ン カ ー M 1 6

1 0 0

3 0 0

1 6 0 0

2 0 0 0 こ ろ ば し

1 0 0
3 0 0

1 6 0 0

2 0 0 0

1 0 0
3 0 0

1 6 0 0
2 0 0 0

足 場 板

L 1 0 0 X 1 0 0 X 1 0L 1 0 0 X 1 0 0 X 1 0

ケ ミ カ ル ア ン カ ー M 1 6

ケ ミ カ ル ア ン カ ー M 1 6

L 1 0 0 X 1 0 0 x 1 0

L 1 0 0 X 1 0 0 X 1 0

※ ） コ ン ク リ ー ト は つ り 時 の み 設 置

こ ろ ば し

9
6
0

4 3 3 0

平 面 図

側 面 図

4 3 3 0

足 場 板

こ ろ ば し

1
0
5
0

1
2
0
0

L 1 0 0 X 1 0 0 x 1 0
L 1 0 0 X 1 0 0 x 1 0

ケ ミ カ ル ア ン カ ー M 1 6

ケ ミ カ ル ア ン カ ー M 1 6

A=3.2m2 注 記 ）

1 . コ ン ク リ ー ト は つ り 時 用 足 場 に つ い て は 、 作 業 終 了 時 毎 日 撤 去 す る こ と

2 . コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の パ イ プ サ ポ ー ト に つ い て は 、 晴 天 時 の 施 工 と す る こ と


